
令和７年３月１２日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立上目黒小学校 

学校長 

 

令和６年度 目黒区立上目黒小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施日時 

（１）第１回  令和６年９月２８日（土） １１時５０分～１２時３０分 

（２）第２回  令和７年１月２５日（土） １１時５０分～１２時３０分 

 

２ 参加者 

学校評議員  ６名 

校長      

副校長        計８名 

 

３ 評価の結果等（肯定的評価の割合と前年度との比較 数値単位％） 

評価項目 
アンケートの結果分析 

◎成果 ●課題 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

１ 学校全体について 

・学校の雰囲気、教職員の

対応、地域との連携、教

育活動への満足度につ

いて（質問１～４） 

 

◎保護者は学校での児

童の様子を肯定的に

捉えている。また、本

校の教育活動に概ね

満足している。教職

員の対応について、

保護者からの肯定的

評価が昨年度を大き

く上回った。 

◎教職員が保護者、地

域と連携しながら誠

実に対応したことが

結果につながった。 

・児童全体を見ると、概

ね満足している様子

が見られるが、個人

では課題を抱えてい

る児童がいる。児童

に対する細やかな対

応と、校内組織委員

会や関係諸機関と連

携しながら課題解決

に努める。 

・学校公開や行事での

学校の雰囲気はよ

く、どの児童も楽し

く生活しているよう

に感じる。学校の重

点でもある地域と連

携した教育活動をこ

れからも実践してほ

しい。 

２ 教育目標について 

・児童の実態に合った教育

目標、指導の重点につい

て（質問５） 

 

◎保護者の評価が昨年

度を大きく上回っ

た。 

◎本校の教育目標に対  

する保護者の教育活

動への理解が高まっ

た。 

●高水準ではあるが、

教職員の数値が下が

・学校経営方針を基に

教育活動を展開する

とともに、教職員と

管理職の面談時にそ

の振り返りをするな

どして教育目標を意

識した指導となるよ

う徹底する。 

・重点目標の一つであ

・教育目標を地域に周

知することは難しい

かもしれないが、学

校行事や公開授業の

際に、教育目標や指

導の重点、特色ある

教育活動が見えるよ

うな工夫があるとよ

い。 



ったため、教育目標

を意識した教育活動

の充実が必要であ

る。 

る地域と連携した学

校を実現するため

に、地域のゲストテ

ィーチャーを招いた

授業や、目黒区や町

会と連携した授業を

充実させる。 

・地域の行事は、土曜日

学校公開の日の午後

と合わせ、保護者・地

域・児童・学校が参加

しやすいようにす

る。 

３ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や児

童・生徒の道徳的実践力

向上のための取組につ

いて（質問６） 

 

◎保護者、児童ともに

道徳的指導に対し

て、昨年度よりも高

い評価となった。 

◎全教育活動を通し

て、命を大切にし、思

いやりの心をもって

生活する指導をする

ことができている。 

 

・道徳地区公開講座の

授業や公演の内容を

充実させる。 

・いじめや不登校の案

件については、組織

委員会を開催すると

ともに、関係諸機関

とも連携して解決に

努める。 

・不登校児童につい

て、理由が多岐に渡

っているため、どの

ように対応すればい

いのか難しい面があ

る。 

・関係諸機関と連携し

ながらすすめていく

ことも増えるだろ

う。 

４ 学習指導等について 

・学力向上のための授業改

善、少人数指導の充実、

主体的に学習に取り組

む態度の育成について 

・情報端末の活用について

（質問７～８） 

 

◎保護者において、授

業改善に対して昨年

度よりも高い評価と

なった。 

◎デジタル教科書や共

同学習支援ソフトな

どの教育用アプリ、

大型電子黒板を使用

した授業がスタンダ

ードになり、授業改

善、教員の資質・能力

の向上につながっ

た。 

・ICT を活用した授業

づくりの事例を教員

同士が共有し、実践

できるよう校内研修

の充実を図る。 

・校内研究では「はかせ

タイム」を中心に、探

究的な学習を実現で

きるよう授業を改善

する。 

・児童が学習用情報端

末を操作している授

業に驚いた。児童に

よってスキルの差が

あるので、パソコン

スキルを身に付ける

という課題がある。

社会では必要なスキ

ルなので、教科に関

係なく指導が必要に

なっていると感じ

た。 

５ 体育・健康教育につい

て 

・体力向上、健康の促進

のための取組について

◎保護者において、健

康促進の取組に対し

て昨年度よりも高い

評価となった。 

・体力テストの結果を

ふまえ、本校のパワ

ーアップタイム（体

育的活動）の内容を

・児童の数値が下がっ

たのは、学校だけで

なく、休日や放課後

の時間をどう過ごし



（質問９） 

 

●高水準ではあるが、

児童、教職員の数値

が昨年度よりも下が

ったため、体育科の

授業だけでなく、体

育的活動や食育の充

実が必要である。 

検討する。 

・保健指導や給食指導

では、体と健康につ

いての指導を重点目

標とする。 

ているかの影響もあ

るのではないか。外

で遊ぶ機会や場所が

昔に比べ、減ってい

る。 

６ 特別活動について 

・学校行事、たてわり班活

動、クラブ・委員会活動

の充実について 

（質問１０） 

 

◎保護者や地域の方々

の評価が昨年度より

も大幅に高まった。 

◎人数制限なく保護者

が参観できる行事が

増えた結果、学校の

教育活動を伝えられ

る機会が増えた。 

◎異学年交流（たてわ

り班）を重視して活

動を行うことができ

ている。 

・児童が中心となった

活動になるよう、協

議する時間を確保し

たり、実践できる機

会を設定したりす

る。 

・たてわり班活動の内

容を充実させる。 

・学校行事の公開が増

え、学校の様子が分

かりやすくなった。

児童が楽しそうにし

ている姿が多く見ら

れる。 

７ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・学習や生活規律、落ち着

いた学校生活について 

（質問１１） 

 

◎保護者、地域ともに

昨年度よりも高い評

価となった。 

◎学習や生活のきまり

を見直し、各学級で

の指導を統一したこ

とが児童の落ち着い

た学校生活につなが

った。 

●高水準ではあるが、

高学年児童の数値が

昨年度よりも下がっ

たため、よりよい環

境づくりが必要であ

る。 

・引き続き、学習や生活

規律に関する指導

は、学校全体で共有

し、取り組む。 

・上目黒小学校の生活

のきまりは教員だけ

でなく、児童の意見

を反映させ、自分た

ちでよりよい学校づ

くりをしていく意識

を高めさせる。 

・ここ数年を比較する

と落ち着いて学校生

活を送っている児童

が多い印象である。

地域の公園等で遊ん

でいる様子を見ても

マナーよく過ごして

いる姿が多い。日頃

の学校や家庭での教

育が生きているので

はないか。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事件、事故や災害に関す

る安全教育について 

（質問１２～１３） 

 

 

◎どの調査対象におい

てもおよそ９割の高

い評価となった。 

◎避難訓練、セーフテ

ィ教室、情報モラル

教育などの内容を実

・引き続き、避難訓練、

セーフティ教室、情

報モラル教育を実施

する。 

・防災教育や情報モラ

ル教育では、目黒区

・防災に関しては、地

域も関係していくた

め、防災訓練など連

携できたらよい。 

 



 態に合ったものにす

るなど充実させるこ

とができた。 

防災課や ICT支援員

と連携し、指導を充

実させる。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校、同じ中学校区の

小学校、近隣の幼稚園・

保育園との連携につい

て（質問１４） 

 

◎昨年度よりも評価が

高い。年３回の小中

連携授業、中学生の

職場体験、保育園児

の給食体験・１年生

との交流、他校の研

究発表会への参加な

ど、連携を深め、教育

活動をすすめた。 

・小中連携授業、中学生

の職場体験や保育園

児の給食体験、他校

の研究発表会への参

加などを継続すると

ともに内容を充実さ

せる。 

・連携の様子を学校だ

よりやホームページ

で紹介する。 

・学校同士がどのよう

に連携しているのか

保護者には見えにく

い面がある。学校だ

より等で情報を発信

する際に、実際の様

子を伝えるなどして

はどうか。 

８ 情報の発信、家庭・地

域との連携について 

・学校の教育活動に関する

情報発信について 

（質問１５） 

 

◎保護者、地域ともに

昨年度よりも高い評

価となった。 

◎保護者連絡システム

H＆S を活用した情

報発信が定着し、全

家庭に確実に配信す

ることができてい

る。 

◎学校ホームページの

内容を精選し、閲覧

しやすくなった。 

●教員が学級の様子を

伝えることについて

は課題が残った。 

・引き続き各種たより

の配信、配布を徹底

する。 

・学校ホームページの

システム変更に伴

い、PTAや同窓会、

区とのリンクのペー

ジをさらに充実させ

る。 

・校務支援システム H

＆Sを活用し、学級の

様子を伝える機会を

増やす。 

・毎月の各種たよりが

配信、配布されてお

り、学校の様子や教

育活動の内容を知る

ことができている。 

９ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務を通して専門

性と協同性の育成、教育

公務員の自覚について

（質問１７） 

 

◎教育公務員の自覚を

もって日常の職務に

あたることができて

いる。 

 

 

 

・OJT 研修を定期的に

実施したり、教員同

士が授業を公開した

りして専門性を高め

る。 

・校内の年次研修を充

実させる。 

・昨今の教員不足のニ

ュースが気になって

いるが、本年度の欠

員なしの状況に安心

している。 



１０ 教員の働き方改革

について 

・「チーム学校」を意識し

た業務分担等、組織的な

業務の効率化・最適化に

ついて 

 

◎昨年度よりも業務の

効率化・最適化が図

れている。 

 

 

 

 

 

・引き続き校務の効率

化を図る。 

・経験年数や教員の特

長を加味した分掌組

織を組む。 

・業務に関する資料の

整理・管理を徹底す

る。 

・多忙な中、学校の雰

囲気をよくしてくれ

て感謝している。保

護者対応等、大変な

こともあるかと思う

が、力になれること

は助けていきたい。 

１１ 服務事故防止につ

いて 

・組織的な服務事故防止に

ついて 

 

◎年間を通した服務事

故防止研修や日々の

啓発により、組織的

に服務事故防止に努

めることができてい

る。 

・服務事故防止研修を

定期的に実施する。 

・個人情報の管理を徹

底する。 

・引き続き、服務事故

防止に努めてほし

い。 

 


